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1．はじめに

全学教育推進機構では，サンフランシスコ教育研究セ
ンターと協力して，国際教養科目「世界は今－サンフラ
ンシスコから－」を開講している．この授業は，機構に
改組される前の大学教育実践センター時代である2005
年から毎年，前期金曜1限に開講されてきた．
本授業の目的の一つは「早期留学のすすめ（視野を
広げ，自立心を養うこと）」（久保井ほか 2011）であり，

このために米国カリフォルニアのシリコンバレーとベイ
エリアを中心に活躍する日本人の経験を伝え，国際社会
に貢献しようとするチャレンジ精神などを伝える構成と
なっている（久保井ほか 2012）．
この授業が必要とされる背景として久保井ら（2012）

は，「グローバル人材」が求められる社会的状況を指摘
し，「文化，言語の違いを越えて交流できる思考力，洞
察力，実行力がますます求められる時代の中で，“What 
are you?”（あなたは何者か？）と自分に問いかけ，
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“What are you doing for others?”（世のため人のために
何をするのか？）と問うことが，学問を学ぶ根底にあり，
常に自らに問いかけることによって社会と関わり『国際
的』な視野で物事を考える基盤となる．」としている．
この授業の効果としては，これまで，授業を受講した
学生が海外での語学研修に参加した例などが報告されて
いる（久保井ほか 2012）が，期末毎の学生による授業
評価アンケートを別にすれば，授業の目的が達成されて
いるかに関して定量的な評価は行われてこなかった．
本授業では，「早期留学のすすめ」が授業の直接的な
目的とされているため，授業を通して学生がどの程度海
外に目を向けるようになったのかを測定することが，授
業の評価の一つの指標となる．また，授業の背景として
重視されている “What are you?” “What are you doing 
for others?” という問いにどの程度答えられるように
なったかや，「グローバル人材」としての態度について
どのような変化があったかを測定することも授業の評価
にとっては重要であると思われる．そこで本研究では，
上記の3点について，授業をとおしてどの程度変化が
あったのか，またそれらの観点は互いにどのように関係
しているのかを，前期の一連の授業が開始される前と，
終了した後に質問紙調査を行うことで定量的に把握する
ことを目的とする．
まず，学生が海外に目を向けている程度（以下，海外
志向性と呼ぶ）については，学生がどの程度，海外での
留学や就職，生活を望んでいるかを測定することによっ
て把握することを試みる．
次に，“What are you?” “What are you doing for 

others?” という自覚に関して，これらは，心理学におけ
る「同一性」の概念として捉えることができる．同一性
とは，「『自分であること』『自己の存在証明』『真の自分』
『主体性』などの意味をもつ」（小此木，1981）．また，こ
の概念はEriksonによって提唱されたものであり，同一
性の獲得は，自身の発達理論における青年期の課題とさ
れている（ただし，その確立は簡単ではなく，生涯にわ
たるテーマでもあるともされている）．したがって，本
研究では，“What are you?” “What are you doing for 
others?” という自覚を，同一性という概念によって測定
する．
同一性の測定に関しては，Rasmussen（1964）や

Rosenthal（1981）などいくつかの尺度が提案されてい
るが，谷（2001）は従来の尺度がEriksonの理論との対
応において検討が不十分であったり，尺度の信頼性・妥
当性が十分に検討されていなかったりすることを指摘

し，青年期における同一性をより高精度に多次元的に測
定する尺度を開発している．そこで本研究では谷（2001）
の尺度を用いて同一性を測定する．
最後に，グローバル人材としての態度に関して，グロー
バル人材育成推進会議（2012）は，グローバル人材の概
念は概ね以下の3つの要素から構成されるとしている．
要素Ⅰ：語学力・コミュニケーション能力
要素Ⅱ： 主体性・積極性，チャレンジ精神，協調性・

柔軟性，責任感・使命感
要素Ⅲ： 異文化に対する理解と日本人としてのアイデ

ンティティー
これらの要素は非常に多様なものであるが，宮本ら

（2000）が開発した「多文化コミュニケーション能力」
を態度面から測定する尺度の項目と一致する部分が非常
に多い．従って多文化コミュニケーション能力は，グ
ローバル人材としての能力とほぼ一致する能力であると
考えられる．そこで，本研究では，宮本ら（2000）が開
発した尺度を一部修正して，グローバル人材としての態
度の測定を試みる．

2．研究方法

本研究は，「世界は今－サンフランシスコから－」の
授業を通して，学生の海外志向性，同一性，グローバル
人材としての態度がどのように変化したのか，それらの
要因間にはどのような関係があるのかを，質問紙調査を
用いて明らかにする．以下，質問紙調査の詳細について
説明する．

2.1.	調査対象

調査の対象は，2013年度前期に大阪大学で開講され
た国際教養科目「世界は今－サンフランシスコから－」
の受講者173名である．これらの受講者に，海外からの
遠隔授業が開始される前（以下プレテスト）と，海外か
らの遠隔授業が終了した後（以下ポストテスト）の2回，
質問紙への回答を依頼した．また，対照群として，遠隔
授業が終了した時期に，遠隔授業を受講していない学生
に対して（以下非受講者テスト），質問紙への回答を依
頼した．

2.2.	調査期間

遠隔授業の受講者に対するプレテストは2013年4月
11日から2013年4月19日の間，ポストテストは2013年
7月25日から2013年8月4日の間に行った．非受講者テ
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ストは，2013年7月19日から2013年8月25日の間に行っ
た．

2.3.	調査の実施方法

質問紙調査は，Googleドライブのフォームを用いて
Web上に質問紙を用意し，調査対象者自身の情報機器
を用いて，質問紙にアクセスしてもらい回答を得る形式
で行った．

2.4.	質問紙の構成

質問紙は，大きく分けて，（1）学部，学年，年齢，性
別などを質問する部分，（2）同一性について質問する部
分，（3）グローバル人材としての態度を質問する部分，
（4）海外志向性に関して質問する部分の4つに分けられ
る．
（1）に関して，プレポストとポストテストについては
対応のある分析ができるように，個人名の特定は行わな
い条件で学籍番号を記入する欄を設けた．
（2）に関しては谷（2001）が開発した多次元自我同
一性尺度（MEIS）を利用した．この尺度は「自己斉一
性・連続性」，「対自的同一性」，「対他的同一性」，「心理
社会的同一性」の4因子から構成され，各因子はそれぞ
れ5つの下位項目から構成されており，全体で20項目か
らなる尺度となっている．下位項目としては，自己斉一
性・連続性には「過去において自分をなくしてしまった
ように感じる．」などの項目，対自的同一性には，「自

分が望んでいることがはっきりしている．」などの項目，
対他的同一性には「自分のまわりの人々は本当の私をわ
かっていないと思う．」などの項目，心理社会的同一性
には「現実の社会の中で，自分らしい生き方ができると
思う．」などの項目が含まれている．その他の項目を含
めた全項目を表1に示す．これらの項目に対する回答に
ついては，調査時点において各項目がどの程度自身にあ
てはまるかを，「全くあてはまらない」，「ほとんどあて
はまらない」，「どちらかというとあてはまる」，「どちら
ともいえない」，「どちらかというとあてはまらない」，
「かなりあてはまる」，「非常にあてはまる」の中から選
択してもらう構成とした．なお，「どちらかというとあ
てはまる」と「どちらかというとあてはまらない」につ
いては，本来逆の提示順を意図していたが，不注意によ
り（2）については全ての調査で上記の順序で提示する
こととなった．
（3）に関しては，宮本ら（2000）による多文化コミュ
ニケーション能力尺度を参考に，表2に示した21の質問
項目を作成した．これらの項目に対する回答について
は，調査時点において外国人を含む国際的な人間関係に
おいて，各項目がどの程度大切だと思うかを，「全く大
切だと思わない」，「ほとんど大切だと思わない」，「ど
ちらかというと大切だと思わない」，「どちらともいえな
い」，「どちらかというと大切だと思う」，「かなり大切だ
と思う」，「非常に大切だと思う」の中から選択してもら
う構成とした．
（4）に関しては，「将来海外に留学したい」，「将来海
外で生活したい」，「将来海外で就職したい」の3項目に
ついて，調査時点において各項目がどの程度自身にあて
はまるかを，「全くあてはまらない」，「ほとんどあては
まらない」，「どちらかというとあてはまらない」，「どち
らともいえない」，「どちらかというとあてはまる」，「か
なりあてはまる」，「非常にあてはまる」の中から選択し
てもらう構成とした．

1. 相手の話を聞く 12. 相手を信頼する
2. 相手を尊敬する 13. 自分に自信を持つ
3. 自分の意見を言う 14. 相手に共感する
4. 相手と積極的に関わる 15. 相手に興味を持つ
5. 身振りや表情を用いる 16. 相手に対する不安をなくす
6. 言語能力 17. 相手に対する偏見をなくす
7. 相手を理解する 18. リーダシップを発揮する
8. 多様性を認める 19. 我慢強さを持つ
9. 自分を理解する 20. 寛容さを持つ
10. 違いを認める 21. 物事を客観的に判断する
11. 相手に対して自己開示する

表 2　グローバル人材に関する設問項目

第1因子　自己斉一性・連続性
1. ＊過去において自分をなくしてしまったように感じる。
5. ＊過去に自分自身を置き去りにしてきたような気がする。
9. ＊いつのまにか自分が自分でなくなってしまったような気がする。
13. ＊今のままでは次第に自分を失っていってしまうような気がする。
17. ＊「自分がない」と感じることがある。
第2因子　対自的同一性
2. 自分が望んでいることがはっきりしている。
6. 自分がどうなりたいのかはっきりしている。
10. 自分のするべきことがはっきりしている。
14. ＊自分が何をしたいのかよくわからないと感じるときがある。
18. ＊自分が何を望んでいるのかわからなくなることがある。
第3因子　対他的同一性
3. ＊自分のまわりの人々は , 本当の私をわかっていないと思う。
7. 自分は周囲の人々によく理解されていると感じる。
11. ＊人に見られている自分と本当の自分は一致しないと感じる。
15. ＊本当の自分は人には理解されないだろう。
19. ＊人前での自分は , 本当の自分ではないような気がする。
第4因子　心理社会的同一性
4. 現実の社会の中で ,自分らしい生き方ができると思う。
8. 現実の社会の中で , 自分らしい生活が送れる自信がある。
12. 現実の社会の中で自分の可能性を十分に実現できると思う。
16. ＊自分らしく生きてゆくことは ,現実の社会の中では難しいだろうと思う。
20. ＊自分の本当の能力を生かせる場所が社会にはないような気がする。
＊が付く項目は逆転項目を表す。設問は番号順に提示した。

表 1　同一性に関する設問項目

国際間遠隔授業の効果に関する研究
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2.5.	分析方法

2.5.1. 分析の前処理

分析にあたっては，2.4.で示した質問紙の（2）,（4）
の各部分の回答について，「全くあてはまらない」を1，
「ほとんどあてはまらない」を2，「どちらかというとあ
てはまらない」を3，「どちらともいえない」を4，「ど
ちらかというとあてはまる」を5，「かなりあてはまる」
を6，「非常にあてはまる」を7と数値化した．また，（2）
の部分において，表1に示した逆転項目については，8
から数値化した値を引いた値を結果とした．（3）につい
ては，「全く大切だと思わない」を1，「ほとんど大切だ
と思わない」を2，「どちらかというと大切だと思わない」
を3，「どちらともいえない」を4，「どちらかというと
大切だと思う」を5，「かなり大切だと思う」を6，「非
常に大切だと思う」を7と数値化した．
変数を減らして分析を容易にするため，谷（2001）に
よって因子構造が非常に安定していることが報告されて
いる同一性に関しては，各因子の5つの下位項目の得点
を個人毎に合計したものを分析に利用することとした．
同様に海外志向性についても，3種類の下位項目のα
係数が十分に高いことを確認した上で下位項目の個人毎
の合計値を分析に利用することとした．

2.5.2. 分析内容

分析は主に，（1）プレポスト・ポストテスト・非受講

者テストの記述統計，（2）プレテスト・ポストテスト間
や，受講者・非受講者間の項目毎の平均値の差の検定，
（3）プレテスト・ポストテスト間における海外志向性の
伸びを従属変数とした重回帰分析の3種類の観点からお
こなう．これらの分析結果を組み合わせることで，本研
究の目的である，海外志向性，同一性およびグローバル
人材としての態度の変化とその関係を明らかにする．

3．結果と考察

3.1.	質問紙の回答者数

プレテストについては173名の受講者中，80名から回
答を得た．ポストテストは173名中39名の回答を得た．
プレテストとポストテストの両方に回答した受講者は
17名であった．
非受講者テストの回答者は24名であった．

3.2.	海外志向性の信頼性

海外志向性の下位3項目について，クロンバックのα
係数を算出したところ，プレテストはα＝0.84，ポスト
テストはα＝0.82，非受講者テストはα＝0.91であっ
た．また，プレテストとポストテストで対応のあった
17名のデータに関しては，プレテストがα＝0.80，ポス
トテストがα＝0.93であった．これらはいずれも十分高
い値であることから，海外志向性に関しては，合計値を

図 1　各テストにおける海外志向性とその下位項目の平均値

4.93 5.86 4.64 4.294.97 5.64 4.72 4.543.92 4.71 3.67 3.38
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値

プレテスト(N=80)

ポストテスト(N=39)

非受講者テスト(N=24)
＊
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＊
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一貫性のある尺度として用いることに問題は無いと判断
した．

3.3.	非受講者との比較による受講者の特徴と授業の効果

本授業の直接的な目的である海外志向性およびそれら
の下位項目について，各テストの平均値をグラフに表し
たものが図1である．海外志向性は下位項目3項目の合
計値と定義したため，本来図中の3倍の値であるが，下
位項目との比較のため，値を1/3に調整している（図2
についても同様）．グラフから，プレテストとポストテ
ストの平均値には顕著な差はないものの，非受講者テス
トにおける海外志向性は低い傾向がよみとれる．
このことに関して，項目毎に一元配置分散分析を行っ
たところ，海外志向性（F（2,140）＝3.815, p<.05）と
下位項目である「海外に留学したい」（F（2,140）＝4.256, 
p<.05）に有意差が見られた．多重比較の結果，海外志
向性に関しては，プレテストと非受講者テスト，および
ポストテストと非受講者テストの間に有意差が見られ
た．「海外に留学したい」に関しては，プレテストと非
受講者テスト間に有意差が見られた．
以上より，本授業の受講者は前期の授業開始時点にお
いて既に前期終了時点の非受講者より高い海外志向性を
もっており，その傾向は前期終了時点においても同様で
ある．つまり，本授業は，もともと相対的に高い海外志
向性を持った学生が受講しているといえる．

また，同一性やグローバル人材としての態度について
も，ポストテストと非受講者テストの間で対応のない t
検定を行ったところ，いずれの項目についても有意差は
見られなかった．このことから前期授業終了時点におい
ては，受講者は海外志向性以外については非受講者との
間には顕著な違いが見られなかった．
このように，非受講者との比較においては，受講者は
海外志向性が高いことが示されたが，それは授業を受講
する前からの性質であり，プレテストとポストテストの
間で海外志向性が向上したことは示されなかった．ま
た，同一性やグローバル人材としての態度においても，
非受講者との差は認められず，非受講者との比較からは
受講の効果は確認できなかった．

3.4.	プレテストとポストテストの比較による授業の効果

前述したように，非受講者との比較では，授業の効果
は直接的には確認できなかった．
ここでは，プレテストとポストテストの両方に回答し
た17名のデータを用いて，授業を受講する前後でどの
ような差が存在したのかという観点から，授業の効果を
検討する．そのため，海外志向性，同一性，グローバル
人材としての態度に関して，プレテストとポストテスト
の間で対応のある t検定を行った．
その結果，海外志向性に関する各テストの平均値は図
2の通りとなり，全体としては有意差が見られなかった

図 2　プレテスト・ポストテストにおける海外志向性とその下位項目の平均値
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が，下位項目である「海外で生活したい」に関しては t
（16）＝ -2.545, p<.05であり，有意差が見られた．海外
志向性については，授業の前後で，全体としては差が見
られなかったが，「海外で生活したい」という，留学よ
りもある意味でより困難な目標に対する希望が向上した
ことがわかる．
同一性に関しては，下位の4因子の得点の各テストに

おける平均値は図3の通りであった．「対自的同一性」
に関しては，t（16）＝ -2.425, p<.05となり，有意差が
見られた．また，「心理社会的同一性」に関しては，t（16）
＝ -1.976, p<.1となり，有意傾向が認められた．同一性
で有意差が見られた「対自的同一性」は，「自分が望ん
でいることがはっきりしている」などの項目から構成さ
れる因子であり，まさに “What are you?” に対応した
ものといえる．また，有意傾向が見られた「心理社会的
同一性」は「現実社会の中で自分らしい生き方ができる
と思う」など，社会の中での自分の位置づけに関連する
項目から構成される因子であり，“What are you doing 
for others?”と対応させうると考えられる．このように，
同一性に関しては，授業の前後で，授業の目的に即した
向上がみられたといえる．
グローバル人材としての態度に関しては両テストに

おける各項目の平均値は図4の通りとなった．「我慢強
さを持つ」は，t（16）＝ -2.426, p<.05となり，有意差
が見られた．また「言語能力」については，t（16）＝

-1.768, p<.1となり，有意傾向が認められた．これらは
いずれも多様な背景をもつ国際間のコミュニケーション
には不可欠なものであり，授業の目的に合致した態度の
変容が生じたといえる．
このように，プレテストとポストテストの結果の比較
からは，海外志向性の明確な向上は確認できなかったも
のの，全体的に授業の目的に即した変化が授業の前後で
生じている．前段の非受講者との比較から，授業受講後
の時点において，同一性やグローバル人材としての態度
に差がないことが確認されているため，これらについて
プレテストとポストテストの間に生じた差が，本授業特
有の効果であるとはいうことができない．しかし，元々
高かった海外志向性に関して，一部の下位項目であって
も向上が見られた点や，その他の差異についても授業の
目的に即したものであったことから，本授業には一定の
効果があったことが示唆される．

3.5. 海外志向性の向上に関連する要因

これまでの分析から，授業の前後で海外志向性がはっ
きりと高まったとはいえないことが明らかになったが，
海外志向性の向上がどのような要因によってもたらされ
るのかを検討することは，今後の授業の改善を考える上
でも重要である．ここでは，プレテストとポストテスト
における，海外志向性及び，海外志向性の下位項目の個
人毎の値の差を従属変数とし，同じくプレテストとポス

図 3　プレテスト・ポストテストにおける同一性の各因子の得点の平均値
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トテストにおける，同一性やグローバル人材としての態
度の個人毎の値の差を独立変数として重回帰分析を行う
ことにより，海外志向性の向上に関わる要因を検討し
た．独立変数の選択にはステップワイズ法を用い，多重
共線性が認められた変数は除外することを繰り返して結
果を得た．
重回帰分析の結果は表3の通りである．この結果より，
海外志向性に関しては，心理社会的同一性と，グローバ

ル人材としての態度の下位項目である「物事を客観的に
判断する」が正の影響を与えており，これらの値が上昇
すれば，海外志向性も向上することが明らかとなった．
心理社会的同一性は前述したように授業の背景として重
要な “What are you doing for others?” に対応しうる
因子である．また，「物事を客観的に判断する」態度は，
論理的思考や批判的思考に不可欠であり，そうした態度
の涵養も，大学における多くの授業と同様に本授業にお

図 4　プレテスト・ポストテストにおけるグローバル人材としての諸態度の平均値

国際間遠隔授業の効果に関する研究

5
.
7
1

5
.
8
2

5
.
0
6

4
.
8
8

6
.
0
6

5
.
1
8

5
.
9
4

5
.
5
9

5
.
7
6

5
.
5
3

5
.
7
6

5
.
8
2

5
.
5
3

5
.
0
6

6
.
0
0

5
.
2
9

5
.
8
2

5
.
2
9

5
.
7
6

5
.
4
7

1

2

3

4

5

6

7

相
手
を
信
頼
す
る

自
分
に
自
信
を
持
つ

相
手
に
共
感
す
る

相
手
に
興
味
を
持
つ

相
手
に
対
す
る
不
安
を
な
くす

相
手
に
対
す
る
偏
見
を
な
くす

リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る

我
慢
強
さ
を
持
つ

寛
容
さ
を
持
つ

物
事
を
客
観
的
に
判
断
す
る

評
定
値

プレテスト（N=17）

ポストテスト(N=17)

5
.
2
9

6
.
1
8

5
.
8
2

6
.
4
1

6
.
0
0

5
.
4
7

5
.
8
2

6
.
0
6

6
.
1
8

5
.
9
4

6
.
2
9

5
.
2
9

6
.
5
3

6
.
0
6

6
.
5
3

6
.
1
2

6
.
0
6

6
.
0
6

6
.
0
6

6
.
2
4

6
.
0
0

6
.
4
1

1

2

3

4

5

6

7

相
手
の
話
を
聞
く

相
手
を
尊
敬
す
る

自
分
の
意
見
を
言
う

相
手
と
積
極
的
に
関
わ
る

身
振
り
や
表
情
を
用
い
る

言
語
能
力

相
手
を
理
解
す
る

多
様
性
を
認
め
る

自
分
を
理
解
す
る

違
い
を
認
め
る

相
手
に
対
し
て
自
己
開
示
す
る

評
定
値

† 10は ％水準で有意傾向
* は5％水準で有意

＊

†

7



いて重視される点である．以上のことから，実際に海外
志向性の向上に寄与する要因は，本授業の目的に即した
ものであることが確認でき，授業の方法や内容をより工
夫することで，海外志向性をより伸ばすことができる可
能性が示唆された．
海外志向性の下位項目についても重回帰分析の結果を
確認すると，「将来海外に留学したい」には，「相手に対
して自己開示する」，「言語能力」，「相手に対する不安を
なくす」が正の影響を与えていることが示された．同様
に「将来海外で生活したい」には，「寛容さを持つ」，「心
理社会的同一性」が正の影響を与える一方，「相手に対
する不安をなくす」が負の影響を与えていた．また「将
来海外で就職したい」には「心理社会的同一性」が正の
影響を与えていることが明らかになった．
これらを見ると，上位概念である海外志向性に関係し
ていた「心理社会的同一性」が「将来海外で生活したい」
と「将来海外で就職したい」の向上には同様に寄与して
いたものの，「将来海外に留学したい」の向上には関与
していないことがわかる．「将来海外に留学したい」の
向上に寄与するのは，グローバル人材としての態度の向
上のみである．海外志向性の下位項目はある意味，留学，
生活，就職の順にハードルが高いと思われるが，ハード
ルがあがるにつれて，グローバル人材としての態度の向
上の関与が減り，心理社会的同一性の重要性が高まると
解釈できる．また「相手に対する不安をなくす」が「将
来海外に留学したい」と「将来海外で生活したい」には
逆の影響を与えているのは非常に興味深い．「将来海外
で生活したい」の向上には寛容さを持つことも正の効果
を与えていることからも，一段ハードルがあがる海外で
の生活に関心をもつには，不安を減らそうとするのでは

なく，不安に対する対処自体を意識しなくてよくなるこ
とが必要であることを示している．これは本当の意味で
の自信の獲得であり，同一性の向上とも関わってくる事
柄であると解釈できる．
これらのことから，海外へ留学したいと学生に思わせ
るには，グローバル人材としての態度を身につけてもら
えばよいが，海外での生活や就職をしたいと思わせるに
は，心理社会的同一性を高める必要があるということに
なる．心理社会的同一性は社会における自己の位置づけ
に関する因子であり心の発達に関わる問題であるため，
外部からの働きかけで直接的にこれを向上させるのは
困難である．だからこそ，本授業のように，“What are 
you doing for others?” のような同一性に直結する問い
を投げかけ，考える機会を与える場を整えることは非常
に重要であるといえる．

4．まとめ

本研究では，国際教養科目「世界は今－サンフランシ
スコから－」に関して，授業の目的が達成されているか
について定量的な評価を行うことを目的に，質問紙調査
を行った．
質問紙は主に，海外志向性，同一性，グローバル人材
としての態度の3つの観点から構成された．
分析の結果，授業を受講していない学生との比較から
は，受講者は海外志向性については元々高いレベルを示
していること，その他の観点ではほとんど差がみられな
いことが明らかとなった．
一方，受講者のプレテストとポストテストとの比較か
らは，元々高かった海外志向性に関して，下位項目であ

従属変数 海外志向性 将来海外に
留学したい

将来海外で
生活したい

将来海外で
就職したい

自由度調整済決定係数 0.494 0.621 0.627 0.27
標準誤差 2.488 0.649 0.814 1.478

標準化係数
（t値）

独
立
変
数

心理社会的同一性 0.621
（2.227）

0.615
（3.906）

0.562
（2.631）

物事を客観的に判断する 0.569
（3.126）

相手に対して自己開示する 0.605
（3.644）

言語能力 0.471
（2.900）

相手に対する不安をなくす 0.377
（2.324）

-0.392
（-2.431）

寛容さを持つ 0.656
（4.166）

表 3　海外志向性とその下位項目に与える要因に関する重回帰分析の結果
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る「海外で生活したい」には向上がみとめられた．ま
た，心理社会的同一性や，「我慢強さを持つ」などグロー
バル人材としての態度の一部にも向上が見られた．これ
らは，いずれも授業の目的に即した向上であったことか
ら，本授業には一定の効果があったことが示唆された．
さらに，重回帰分析によって，海外志向性の向上に関
連する要因を検討したところ，心理社会的同一性と物事
を客観的に判断する態度の向上が影響していることが明
らかになった．また，海外志向性の下位項目の重回帰分
析からは，海外での生活や就職をしたいと思う程度が向
上するには，海外への留学とは異なり，心理社会的同一
性の向上が不可欠であることが明らかとなった．心理社
会的同一性の向上は個人の心の発達の問題であるため，
本授業のように，“What are you doing for others?” の
ような同一性に直結する問いを投げかけ，考える機会を
与える場を整えることは非常に重要であることが示唆さ
れた．
なお，今回の調査の問題点として，プレテストとポス
トテストの両方に回答したデータが173名の受講者中17
名分のみしか得られなかったことが挙げられる．このた
め，統計の技術的な問題として，かなり顕著な差があっ
た項目についてしか授業の効果として捉えることができ
なかった．より多くのデータを収集することができれ
ば，より細かな部分においても授業の効果を確認できる
ことが期待される．そこで今後は，調査への協力をより
周知するなど，調査方法を工夫して回答者を増やし継続
的に調査を行っていきたい．
また，本授業の受講が，例えば後期に行っている遠隔
授業「世界の事情を英語で学ぶ」などの他の授業の受講
にどのような影響を与えているのか，この授業の受講が
卒業後の進路選択にどのように関わってくるのかといっ
た，一つの授業の範囲を越えた影響について調査・分析
を行うことも今後の課題としていきたい．
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